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【公職】 
中小企業庁「中小企業119」、京都産業21 登録専門家 
観光庁「広域周遊観光促進のための専門家」登録専門家 
観光庁「世界水準のDMO形成促進事業」 外部専門人材 
日本フィンランドデザイン協会 監事 
テキスタイル産地ネットワーク 副代表 
古儀茶道藪内流 青年会 役員 
今宮神社織姫七夕祭 実行委員 
綾傘鉾保存会 会員

【役職】 
COS KYOTO株式会社 代表取締役/コーディネーター 
一般社団法人Design Week Kyoto実行委員会 代表理事 
一般社団法人サステナブル・ビジネス・ハブ 理事/リサーチャー 
同志社大学 嘱託講師、京都女子大学 非常勤講師 

【その他】 
土御門仏所 仏師 三浦 耀山氏 門下生 
タイ王国認定象使い

奈良県 
橿原市 
生まれ

1979年 18－22歳

公共政策

フィンランド派遣 
環境・教育・福祉

京都でのビジネス 
エネルギー全般 
エンジニアリング 
まちづくり

22－28歳

東京でのビジネス 
人材育成 

コンサルティング 
ファシリテーション 

金融・VC

28－30歳 30－32歳 33歳 37歳 39歳

経営学 
文化ビジネス

文化ビジネス 
文化交流 
物販・販促

サステナブルビジネス 
セミナー・コンサル

京都の地域活性 
コミュニティ構築イベント運営 

パートナーシップ獲得 
プレゼンテーション、英語

バブル 
崩壊

プラザ 
合意

山一 
ショック 
ITバブル

超 
氷河期

911
リーマンショック 東日本大震災 コロナ禍

43歳

自己紹介－人生の目標は「自律・循環・持続可能で心豊かな社会の実現」
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Empowering Creativity in Kyoto by various interaction.

Tour Open Site Community Event

多種多様な交流を通じて、京都を創造的な街にデザインし直す
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2023年2月16－19日の開催エリア

工芸や地域の産業など、普段は見ることのでき
ないモノづくりの現場48社が一斉に開かれる、 
「オープンサイト」。 

モノを「つかう人」「つたえる人」が、普段は
見せない現場のリアルや思い、紡がれた歴史を
共有し、その場でしか生まれない「交流」が生
まれます。
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コーディネーターと現場をまわる「オープンサイト・ラーニングツアー」
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京都府

国

｛
｛

京都府の産業の状況
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黒谷和紙

丹後藤布
丹後ちりめん

他全部

京都府内の工芸品・・・（京都市と近隣に偏在）※他の産業も人口も同様
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利益率の差はどこから？

①規模の差

エルメスの営業利益率34.5%

「職人の王国」と呼ぶ 
モノづくりの背景を伝える 
独自のブランディング

②ブランディングの差

資本金
出所：財務省「法人企業統計調査」より作成
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京都の役割の本質は「高付加価値モノづくり」

(出所)鈴木浩三「江戸商人の経営と戦略」

幕府の3直轄地(京都・大阪・長崎）の一つとして、製造・研究開発により 
「高付加価値モノづくり」の役割を担っていた

公家・社寺らによる高水準の文化の発達 
↓ 

つくり手の技術水準の向上 
↓ 

「京都で認められたモノ」の価値向上 
↓ 

価格・利益向上 
↓ 

技術開発等に投資 
↓ 

「モノづくり都市」として発展
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　　　「Talent」　　　才能を持つ人材 

　　　「Technology」  技術やノウハウ 

　　　「Tolerance」　 寛容性

▶京都は「寛容性」があれば創造的な街になれる！

by Richard L. Florida

創造的な街に必要な3つの“T”
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寛容性とは他者の視点を持つことで、見えている世界を広げること

自分が見えている専門領域

自分の身近に存在するのに 
専門領域に特化しているために 
見えなくなっている領域

専門外の人が見えている領域

地域に根付いて活動している地場産業の方々が他者と出会い、多様な他者と出会うためには？ 
▶自分たちのホーム（現場）に来てもらおう！
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新たに生まれている価値や取り組み

出所：龍岸寺ホームページ

出所：三浦耀山師のツイッター
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新たに生まれている価値や取り組み

その他にも領域を越えた「なんかしょう」事例多数
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▲匠弘堂 参加した学生が宮大工に

新たに生まれている価値や取り組み

▲川島織物セルコン 参加者が採用

その他にも採用に繋がる実績創出
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▲宇治市さまと実施したワークショップ、ツアー

地元の親子向けワークショップやツアーの実現
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(出所) 北林 功(2019, 2021,2022)

地場産業の発展のステップ（5T）

Talk Trust Team Try Treasure

① 
出会う 

（存在認知）

② 
交わる 

（信頼醸成）

③ 
生み出す 
（共同作業）

④ 
挑戦する 

（新領域進出）

⑤ 
利益を出す 
（価値向上）

イベントなど 学び合い 
コミュニティ化

コラボ 国内外の 
新ビジネスへ 
チャレンジ

ブランド構築 
ビジネス構造 
アップグレード

DWKが重要視しているところ
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「ぬか床」づくり

混ぜないと腐る

昔からの菌が隠し味

新しい「追いぬか」で 
ときどき新陳代謝
色んな素材やスパイスが 
混じり合って良い味に

一定の範囲内で 
混ぜ合わせる
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価値の種類

機能的価値

意味的価値

情緒的価値

性能、品質、コストパフォーマンスなどの良さが客観的に 
(論理的に・定量的に)説明ができる価値。 
 (例：安い、便利、スペックが高い、機能の数が多い など) 

社会・文化・未来への貢献、歴史や崇高なストーリー、 
自分の人生にとっての意味、人と関係性の深まり 
(例：大事にしたい、ゆずれない など)

感情が揺さぶられる、心がときめく 
(例：楽しい、うれしい、カッコいい)

経験的価値
五感で感じる、体験、創造的・知的好奇心を満たす、 
共有体験を通じた仲間意識 
(例：記憶に残る、鳥肌が立つ、思い出すと心がじんわりする)

具体的な「モノ」の場合でもこういった「無形」の価値を付加できるかどうか
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例えば

食餌　と　食事
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例えば
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耐久性の種類

機能的耐久性

意味的耐久性

情緒的耐久性

頑丈、長持ち、修理しやすい など

時代を超えて求められる普遍性

感情やときめきが続き、愛し続ける

経験的耐久性 使用・体験するたびに喜びや驚きがあり、飽きない

具体的な「モノ」の場合でもこういった「無形」の耐久性を付加できるかどうか
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③意味 

②情報 

①機能

どんな目的のために（Purpose） 

どんな想いで（Passion） 

どんな人が（People） 

どうやって（Process） 

どこで（Place） 

どんなものを（Product）
(出所) 北林 功(2019, 2021, 2022)

「本物であること（真正性）」を伝える6つのP
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・自分たちの由来、創業の経緯 

・仕事において楽しいところ、こだわっているところ 

・活動している地域の風土や歴史との自分や自社とのつながり 

・なぜその地域や産業でがんばっているのかという思い 

・地域からその仕事を通じて伝えていきたい価値 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

真正性の根源
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人や組織の行動に影響している底流の「文化」

自然環境

生活スタイル

集団社会

宗教・規律

思想・信条

思考・行動・発言目に見える活動

認識できる潜在的な価値観

無意識の価値観

変わりやすい

変わりにくい
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自然環境

生活スタイル

集団社会

宗教・規律

思想・信条

思考・行動・発言目に見える活動

認識できる潜在的な価値観

無意識の価値観

変わりやすい

変わりにくい

地域に根づいている産業＝地域の根源にアクセスするゲートウェイ



X-Culture Coordinator 育成プログラム 2022 
2022.9月-2023.2月開講
地域で培われてきた叡智を学ぶツアーを 
コーディネートできる人になる 
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クロスカルチャーコーディネーター(X-CC)に求められる能力

異文化コミュニケーション

ものづくり・地場産業の知識

ビジネス知識・経験

ファシリテーション

地域の歴史・文化の知見

調整・コーディネート
国内外から人を引きつける発信

地域の人々との信頼関係

企画・プランニング



©Design Week Kyoto All Rights Reserved

4月以降

ツアー 
コミュニティ 
セミナー

募集説明会 
北部 9/1(木)  
南部8/30(火) 

↓ 
〆切9/6(火)

スキルアップ 
研修① 

企画・構想力 
9/13(火) 

【オンライン】

スキルアップ 
研修② 
異文化 

コミュニケーション 
9/21(水) 

【オンライン】

X-CC 
体験ツアー① 
丹後地域 

10/1(土)-2(日) 
【リアル】

X-CC 
体験ツアー② 
丹波地域 

10/8(土)-9(日) 
【リアル】

スキルアップ 
研修③ 
地場産業の 
種類・背景 
10/13(木) 

【オンライン】

スキルアップ 
研修④ 

ファシリテーション 
10/20(木) 

【オンライン】

X-CC 
実践ツアー① 
北部地域 

10/29(土)-30(日) 
【リアル】

X-CC 
実践ツアー② 
南部地域 
11/3(木・祝) 
【リアル】

X-CC 
実践ツアー③ 
南部地域 
11/5(土) 
【リアル】

振り返り 
ミーティング 
11/17(木) 

【オンライン】

スキルアップ 
研修⑤ 
12/1(木) 

【オンライン】

自主企画プレゼン
& 

グループワーク① 
1/19(木) 

【オンライン】

自主企画プレゼン
& 

グループワーク② 
2/2(木) 

【オンライン】

修了&振り返り 
2/22(木) 

【オンライン】

北部地域 
実践ツアー

南部地域 
実践ツアー＆ 
自主企画プレゼン

クロスカルチャーコーディネーター(X-CC)育成カリキュラム



©Design Week Kyoto All Rights Reserved

大阪・関西万博を見据え、地域の叡智を学ぶ「ラーニング・ツーリズム」へ

工場見学 
主体：来場者 　　　目的：見学・購買 
内容：工程を見て技術や製品を説明する

オープンサイト 
主体：現場 　　目的：交流 
内容：背景や思いを伝える

ラーニング・ツーリズム 
主体：地域＋ものづくり現場 
目的：学び・高め合い 
内容：地域にあるものづくりの 
　　   背景のストーリーを含め 
　　　体感を通じて学ぶ

①地域に根付き、思いを持って取り組む作り手 
　＋地域で培われてきた叡智を伝える「語り手」となる 
　　ワークショップの実施 

②作り手と一緒に地域において「学び」を深める 
　「クロスカルチャーコーディネーター」の育成 
　カリキュラムの実施 

▶地域ならではの文化的価値を根幹とする 
　ツアーや研修などの通年での事業に取り組み、 
　地域への愛着増・地元への定着率増 
　関係人口増につなげていく
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2022年度～2025年度の活動計画（案）

2025年　大阪・関西万博（4月13日～10月13日） 
　　　　・国内外からの来場者に対する通年でのラーニング・ツアーの提供 
　　　　   　 ・企業等からの人材育成カスタマイズ研修ツアーの提供 
　　　　　　・国際的なカンファレンスとしてのDESIGN WEEK KYOTOの開催 など　　　   
 
2024年　国内外各所への企画プロモーション、実施内容ブラッシュアップ 

　　　　 
2023年　実施内容の実証トライアル、企画固め 

　　　 
2022年　運営体制づくり、プランニング、トライアル変異

脱皮

羽化

飛翔




